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研究成果の概要（和文）：日本絵画の復元について、関連機関や企業、技術者らへの取材を行うとともにこれま
での事例についての基礎調査を行い、現状と問題点の把握に努めた。また、復元事業で先行する他の文化財分野
についても取材と調査を進め、比較検討を行った。並行して、今後復元研究に携わる可能性のある学生や若手の
美術史研究者を対象に、絵画技法材料・分析科学・歴史学など多分野にまたがるテーマを取り上げたワークショ
ップを開催し、人材育成とネットワーク作りを進めた。

研究成果の概要（英文）：In the restoration of Japanese paintings, we covered relevant organizations,
companies and engineers and conducted basic surveys on past cases and tried to grasp the current 
situation and problems.We also conducted interviews and surveys on other cultural assets prior to 
the restoration project, and conducted a comparative study.
In parallel, for students and young art history researchers who may be involved in restoration 
research in the future,We held a workshop on topics that span multiple fields such as painting 
technique materials, analytical science, historical studies, and promoted human resource development
 and networking.

研究分野：文化財保存学、美術史
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１． 研究開始当初の背景 
 日本において絵画の「復元」は様々な目
的・手法により数多く制作されているが、学
術的な方法論の構築と研究者間の意識の共
有が不十分であるため、復元の水準の格差が
大きく、鑑賞者にも正しい情報が伝わりにく
い状況となっていた。そこで、復元の精度と
学術的価値の向上を目指すため、復元に関わ
る現場の現状・課題を把握し、解決策を講じ
る基礎的研究に着手する必要性があった。 
 
２．研究の目的 
本研究は美術史・実技・科学の研究者が分
野を越えて絵画の復元について論議し、過去
の復元事例の再検討と、今後復元が望まれる
絵画についての擬似復元を行うことで、学術
的な観点から復元根拠の検討、制作工程の判
断基準を明確化し、公開手法を含めた「復元」
の方法論を提示する。また、美術史研究にお
ける作品の復元的考察についても、実技研究
や科学研究と融合を図ることにより研究の
更なる発展を促す。 
 
３．研究の方法 
 本研究では多分野に跨る視点から①近現
代の絵画復元事例の基礎調査、②学術研究に
おける絵画の復元に関する基礎調査、③実技
系研究における絵画の復元に関する基礎調
査を実施し、今後の絵画復元において想定さ
れる問題と解決案、絵画の復元が一定水準を
保つための理念、準拠を学術的観点から検討
することを計画していた。ただし、初年度の
調査において、日本絵画の復元に関しては理
念や評価の指標が明示された例がなく、報告
書についても刊行事例がほとんどないため、
先行する復元事例の記録の調査は難しいこ
とがわかった。そのため、二年度以降は引き
続き関係機関や技術者への取材を通した基
礎調査に加え、今後の指標の参考となるよう
な復元の先行分野（考古学、建築、工芸、彫
刻など）の専門家にも取材を行い、各分野に
おける復元の理念や手法について調査を行
った。 
 
４．研究成果 
 研究期間中、現代における日本絵画の復元
の実態を把握するため、文化庁、東京芸術大
学、愛知県立芸術大学、有限会社六法美術、
京都国立博物館、名古屋城、徳川美術館など
の関連機関および専門家への取材を行った。
取材を通して、日本絵画の復元については文
化庁が事業として取り組み始めて間もなく、
報告書の形式や復元根拠の判断基準も曖昧
である等、現状の問題点や課題を確認するこ
とができた。美術大学では、主に外部からの
受託研究や博士研究として復元模写制作が
行われており、文化財保存や個人の研究とし
ての復元事例が蓄積されつつある。今後は目
的に応じた復元手法や成果物の公開と活用
方法にも意識を向ける必要性を確認した。 

 二年度は初年度に引き続き、復元事例に関
する基礎調査と資料の収集を進めたが、特に
商業や観光資源的要素の強い復元事例およ
びデジタル復元の事例について概要と現状
把握に努めた。人の手による復元模写と、CG
によるデジタル復元では制作目的や完成し
た復元の用途が異なる場合が多いが、精度に
ついては互いの長所・利点を組み合わせるこ
とでより原本の形態に忠実な復元が可能と
なることを再確認した。絵画材料の質感や量
感、色彩の復元についてもアナログとデジタ
ルの折衷手法が有効と考えられ、最先端の復
元研究現場では着実に技術革新が進められ
ていることが実感できた。デジタル復元に関
しては技術者に取材を行い、特に線描のトレ
ース方法について研究報告としてまとめた。 
 また、調査を進める中で日本における絵画
復元は未だ歴史が浅く、学術的な研究対象と
して土壌が整っていない現状に直面した。そ
こで、基礎調査と並行して復元研究に関わる
人材のネットワーク構築を目指し、若手研究
者や学生を対象としたワークショップ開催
に取り組んだ。第一回ワークショップは「日
本絵画の色料を知る」と題して復元に関する
諸問題の提起と、美術史研究者に対して日本
画の色料の解説や技法実演を行った。第二回
ワークショップは「資料調査の方法を知る」
と題し、美術史および実技系研究者を対象に
科学調査と材料分析の手法についての講義
と調査機器のデモンストレーション、トレー
ス図作成を通した絵画史料の研究手法、文献
資料の調査方法などを紹介した。ワークショ
ップでは研究代表者、分担者、連携研究者ら
が各専門分野の立場から講師を務め、参加者
へのアンケートも参照しながら興味関心が
高い話題を取り上げるよう努めた。継続して
参加する学生・研究者も多く、他分野の基礎
事項を学ぶ機会を提供しながら、復元に関わ
るネットワーク作りの一助としての成果も
あげることができたと考えている。ワークシ
ョップを通じて復元事業を受注している企
業や工房関係者とも交流を深めることがで
きた。また、最終年度には分担者が代表を務
める若手研究（B）「『和様』をめぐる実証的
研究―模倣と変容の位相」との共催ワークシ
ョップとして「絵画材料としての藍につい
て」を開催した。絵画復元の際にも重要とな
る色料のひとつである藍の抽出法について、
研究発表と実演を行い、多くの研究者の関心
を集めた。これらのワークショップの成果に
ついては代表者らの所属学会にてポスター
発表を行い、報告している。 
 研究成果については代表者・分担者を中心
に学会発表、論文発表を行ったほか、代表者
および分担者が編著に携わった書籍『日本画 
名作から読み解く技法の謎』の中では、日本
絵画の復元に関わる諸問題と意義について
論述し、今後の課題を広く一般にも提示した。 
 本研究課題の後継研究として平成 29 年度
から基盤研究（C）「日本絵画の復元研究にお



ける復元根拠の再検討」が採択されたが、復
元に関してさらに専門性を高めた調査を実
施すると同時に、今後も若手研究者や学生を
対象とした基礎的な講義と、研究者を対象と
した応用的・専門的なテーマのワークショッ
プを並行して開催し、復元に関するネットワ
ークを広げていく計画である。本課題の研究
期間を通じて、その土台作りができたと考え
ている。 
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